日仏交流１５０周年記念「グローバル化時代の人間責任と連帯経済」
●日時：2008年9月28日（日）9:30～17:30

●会場：早稲田大学22号館202教室（日英語同時通訳付き）

●入場無料

●主催：日仏経済学会

●後援：日仏会館、早稲田大学、フランス外務省、石橋記念財団、人類進歩のためのシャルル・レオポルド・メイエル財団、アジア太平洋資料センター、アジア連帯経済日本フォーラム

●趣旨：グローバル化時代に世界経済はドル安、金融不安、資源競争、食料不足、インフレ不況など混迷を極めている。他方で、民族紛争、環境破壊など非平和状況も進む一方である。こうした時代に、人間が持つ責任は何か、また、グローバリゼーションに抗して各地で起こっている草の根レベルでの連帯経済とはどういうものか。フランスで発表された「人間の責任憲章」を紹介しつつ、アジア各地での人間責任、人間の安全保障、そして連帯経済の現況を報告し、地球社会の明日を考える。

●プログラム第Ⅰ部　グローバル化時代の人間責任

9:30　「人間責任憲章―グローバル化時代における意味」グスタヴォ・マリン（Ｃ・Ｌ・メイエル財団）

9:50　「開発における人間責任―中国の事例から考える」周頌倫（長春東北師範大学アジア研究学部）

10:10 「インドにおける人間責任」アヌグラハ・ジョン（持続可能な発展のための世界市民連合所長/

インドー中国ー日本フォーラム代表）

10:30  　休憩

10:45　「人間の安全保障と人間責任」武者小路公秀（大阪経済法科大学アジア太平洋研究所/元国連大学副学長）

11:05   「”地方発国際化”を通じた地方社会の変化：NVCの経験から」

　　　    福田忠弘（鹿児島県立短期大学/新潟国際ボランティア・センター＝NVC＝）

11:25 　討論

12:00　昼食

第Ⅱ部　新しい連帯経済の展望

1:30「ポスト成長時代を担う連帯経済―現状と展望」

　　　   西川　潤（早稲田大学名誉教授）

2：00　「日本における連帯経済―現状と課題」

　　　　　　　　井上礼子（特定非営利活動法人パルシック代表理事）

2：30　　休憩

3：00「倫理経済学の観点から見た連帯経済」

　　　　　マルク・アンべール（レンヌ第一大学、日仏会館館長）

3：30「東南アジアにおける連帯経済」

　　　ベンジャミン・キノネス（バヤニハン＝結い＝連合、フィリピン/アジア連帯経済フォーラム）

4：00　　コメント　　北沢洋子（評論家/アジア連帯経済日本フォーラム）

4：10　　討論

5：00　　結語　Ｇ・マリン、北沢洋子

5：15　　閉会の挨拶　西川　潤(早稲田大学名誉教授)

★会議事務局（お問い合わせ、お申し込み）

  〒162-0041新宿区早稲田鶴巻町５１３　早稲田大学研究開発センター１－４０１

早稲田大学台湾研究所　西川潤研究室（TEL　03-3203-4141 内79-3010  

FAX 3208-8530  E-mail: jnishi@waseda.jp)

  〒169-0051 新宿区西早稲田1-21-1 早稲田大学１９号館

早稲田大学国際教養学部　大門毅研究室（Tel. 03-3202-5347　

E-mail:daimon@waseda.jp)

